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フランス語の venirde + infは，最初は今日におけるように「近い過去Jに関わる
表現ではなかった。 VETTERS (1989)によれば，古フランス語には近接過去は存在せず，
中世においては venirde +仇1.は専ら materielな意味で用いられていた。 1)ここで，
venir de + infのmaterielな意味とは， iinfinitifで表される行為を主体が完了した場
所を運動の出発点とするjということで，例えば，




の意味は periphrastiqueな意味と呼ばれる。 FLYDAL (1943)によると， I periphrastique 












いつ頃 venirde + infが所謂「近接過去」として定着したかがより明確になる筈であ
2 
る。












de + infの用例を検索するために，今回は BNで提供しているサイトを中心にインター
ネットで入手できる電子テクストイじされた文学作品を参照することとした。 4)
1 .調査データを整理した結果







は，前期に比べて後期において M.de MONTAIGNEの Essaisのように出現件数の飛びぬ
けて多い作品が現れ，さらに17世紀になると，この世紀全体を通じて， P. CORNEILLEの
Melite， Clitandre， Polyeucte， M OLIEREのLeTartufJ乞DomGarcie de Navarre，などと
















ることも，その傾向を裏づけている。従って，venir de + infは，この表現がmateriel
な意味を失った17世紀にいたって，使用される機会が一段と増した，と見ることができる。
2.派生的用法
そこで，venir de + infに関して現代フランス語において観察きれるような派生的
用法が17世紀のテクストに見られるか， という問題に対する解答の提示に移りたい。 17








(2) Nモtaitce qui te presse， /Ta flamme un peu plus loin eut porte la tendres-
se， /Et je t'aurais fait voir quelques vers de Tircis /Pour le charmant objet 
de ses nouveaux soucis. /Je viens de les suJ]ρrendre， et j'y pourrais encore / 
J oindre quelques billets de l' objet qu'il adore […] (P. CORNEILLE， Melite) 
これは P.CORNEILLEの1629年に発表された戯曲 Meliteの一節で， Chlorisがその恋人
Philandreに話しかけているところである。 Chlorisが「貴方に Tircisの詩を見せて上
げられたのにjと言うことができるのは，その詩を密かに見つけたということが根拠に












ことによると， 16世紀の段階ではまだ venirde +仇メは派生的用法を生み出すほどに
は表現として成熟していなかったのかも知れない
3. r近接過去表現Jとしての venirde + inf.の定着時期
次に，venir de + infのperiphrastiqueな用法がmaterie1な用法に対して，いつ頃
から優位を占めるようになったか， という点について考えてみたい。本稿末尾に掲げた
16世紀の文学作品全て(総語数約1，045，000語)について，動詞句 venirde + infを検
索した結果，合計70件検出された。 periphrastiqueな用法がいつ頃から支配的になるか，






(3) Fierabras. D'ou viens-tu， Perrine ? -Perrine. Je vien de rendre 1e 1evain que 
1a servante de 1eans m'avoit prestε. 
(Larivey， Les Jalou:>.らII，6 ; Ancien Theatre francois， t.VI， p.56) 5) 
従って，移動自体が問題になっていない限り，言い換えれば，文脈上infinitifで表され





(4) Je viens de voir chez moy un petit homme natif de Nantes， ne sans bras， qui 
a sibien faconne ses pieds， au service que luy devoient les mains， qu'ils en 
ont a la verite a demy oublie leur office naturel. Au demourant il les 
nomme ses mains， iltrenche， ilcharge un pistolet et le lasche， ilenfille son 
egui1le， ilcoud， ilescrit， iltire le bonnet， ilse peigne， iljoue aux cartes et 
aux dez， etles remue avec autant de dexterite que scauroit faire quelqu' 
















断する限り，所謂「近接過去表現jとしての venirde + infは16世紀半ば，あるいは
遅くとも， M. de MONTAIGNEの EssαlSが刊行された16世紀後期にはほぼ定着していた
ものと考えられる。

























頻度指数の推移を示すグラフ 2を見れば分るように， 17世紀だけで比べても， LaFayette 












では，venir de + infが頻用きれるテクストには次のょっな傾向が見られる。すなわ
ち，物語全体を通して，比較的短い時間の流れの中で状況が速いテンポで進展し，新た
な出来事が次々に発生したり，随所に場面の急激な変化が生じる， という傾向である。






16世紀および17世紀の主だった文学作品を調査したところでは，venir de + infは
遅くとも16世紀後半にはすでに「近接過去」に関わる表現として定着していたと考えら
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